
■重要度と実感度を尺度とした⼆次元マップ

■第６次鳩⼭町総合計画作成にあたり
          ワークショップを開催予定しています
 町では、第6次鳩山町総合計画（まち・ひと・
しごと創生総合戦略を含む）の作成にあたり、こ
の度の意識調査結果の内容を踏まえると共に、町
民の皆さんの声を直接反映させるため、ワーク

ショップの開催を予定しています。
　日程、会場等詳細は、今後、広報はとやまや町
のホームページ等でお知らせいたします。
■問合せ　役場政策財政課　☎296-1212

広報はとやま2021.9月号 広報はとやま2021.9月号

○町民意識調査の概要
■調査対象：令和 2年 12 月 1日
現在、18歳以上 90歳未満の無作
為抽出された町民2,000人
■調査時期：令和2年 12月 22日
～令和3年 2月 18日
■有効回収数 965（総人口 13,470
人の 7.16％）（回収率48.25％）（調
査の信頼レベル 95％、誤差 1.6％
〔一般的な調査は信頼レベル95％、
誤差５％で行われます〕）
○アンケートの回答者について
■回答者の年齢層：10 ～ 30 代
12.3％、40 ～ 50 代 18.3％、60 代
以上 68.4％、不明1.0％
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　町では、「第 6 次総合計画」、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「都

市計画マスタープラン」の策定にあたり、町民の意識、幸福度、ニーズを把握す

ることを目的としたアンケート調査を実施しました。今月号ではその調査概

要について報告します。なお、調査結果の詳細は、町ホームページで公開して

います。

◆問合せ　役場政策財政課　☎ 296-1212

①幸福度について①幸福度について

 回答者の地区と年齢を交えたクロス集計を行ったところ、今幸せと「少
し感じる +大いに感じる」と感じた方は、地区別では鳩ケ丘（76.5％）、楓
ケ丘（74.4％）、大豆戸（73.1％）の順に高く、年齢別では年齢が上の方が
より幸せを感じている傾向がありました。

②分野別実感度と②分野別実感度と
　　今後幸せと感じるために重要な分野今後幸せと感じるために重要な分野
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 上位となった分野につ
いては町の強みであり、こ
のまま伸ばしていきます。
また、「土地利用・まちづ
くり」、「教育・子育て」、「産
業・労働・活力」、「文化・
人権」に関しては、弱点強
化のため、重点的に取り組
む必要があることが分か
りました。

③項目別実感度と重要度③項目別実感度と重要度

 各分野ごとの詳細な項目の実感度と重要度のアンケー
ト結果をまとめたものは、以下のとおりとなっています。
縦軸は実感度（満⾜度）であり、横軸は重要度となってい
ます。図の右下（黄色）に位置する項目は重要度が高いで
すが、実感度が低いため優先順位が高い項目となってい
ます。なお、カッコ内の⻘字は、クロス集計結果となって
います。今後は、「資源を集中させて注力すべき分野」に
挙げられている事項については、今後重点的に取り組む
必要があると考えています。

・心身の安らぎがある
・自分の役割がある、孤立していない
・交通事故の危険がない
・子育てへの理解がある
・下水道、公園が整備されている
・人との交流により充実している
・仕事が充実
・仕事と生活のバランスがとれている

・健康的な食生活を送っている
・災害や犯罪が少ない
・親子間でコミュニケーションがある
・子どもが規則正しい生活習慣である
・道路が整備されている
・興味のあることに取り組めている
・頼れる人がいる
・必要な収入がある

・⽔質が良くない
・福祉が未充実、福祉施設が未整備
・⽣活が快適でない
・地球環境に配慮した⽣活でない
・落下物などの危険がある
・困っている⼈に協⼒しやすくない
・災害時に助け合えない
・望む⼦育て環境でない
（子どもがいる世帯を除き、「どちらでもない」
「分からない」が多い）
・地域に⼦育てへの理解・協⼒がない
（子どもがいる世帯を除き、「どちらでもない」
「分からない」が多い）
・⼦育てサービス・施設が未充実
（子どもがいる世帯は「充実している」と「少し
感じる」が最多。居住年数が長いほど、「どち
らでもない」が多く、家族がいたり、３世代同
居の方が「充実している」と回答）
・河川の洪⽔対策、防災設備が不備
・バリアフリー化が不備
・⽂化への誇り、異⽂化への理解がない
・企業や店が元気でない
・訪問したくなる魅⼒に乏しい

※ 子育て世代
での評価が
低いわけで
は な い が、
高齢者が多
い母集団の
た め、身 近
でない子育
て関係の重
要度も実感
度も低くな
る傾向となる

・運動ができていない
（竹本・小用・今宿地区）

・医療機関が充実していない
（奥田・須江・高野倉・熊井・石坂地区）

・買い物が不便
（10歳代・20歳代、高野倉・奥田・須江・
泉井地区）

・交通が不便
（10歳代・20歳代、熊井・高野倉地区）

・災害への備えがない
（熊井・奥田・今宿・須江地区）

・⼦どもに社会⽣活に必要な⼒がない
（竹本・石坂地区）

・⽣涯学習環境が整っていない
（奥田・須江・竹本地区）

強み 強み

弱み 弱み

重要

■集計⽅法

約 7割の町⺠の⽅が、「今幸せだと感じている」と回答

1位が「環境」2位が「健康・福祉」3位が「安全・安⼼」


